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6 語学習得の第一歩は図書館から！
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今
年
で
９
回
目
と
な
る
読
書
展
が
、
創
大
祭

期
間
中
の
10
月
11
日
、
12
日
に
中
央
図
書
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　　
今
年
の
読
書
展
の
テ
ー
マ
は
「
個
性
・
カ

ラ
ー
」。

パ
ネ
ル
展
示
で
は
、大
衆
文
化
部
門
に
よ
る「
文

庫
本
の
歴
史
」
を
、
親
子
向
け
部
門
で
は
「
子

供
た
ち
に
人
気
な
個
性
的
な
妖
怪
た
ち
」
を
、

そ
し
て
文
豪
研
究
で
は
ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
ユ
ゴ
ー
、

魯
迅
、
太
宰
治
、
ミ
ヒ
ャ
エ
ル
・
エ
ン
デ
の
4

人
の
文
豪
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
読
書
展
も
、
来
館
者
か
ら
の
好
評

を
受
け
て
そ
の
開
催
を
無
事
に
終
わ
り
ま
し

た
。

　
読
書
推
進
運
動
協
議
会
が
主
催
す
る
「
読

書
週
間
」
が
10
月
27
日
か
ら
11
月
9
日
ま
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
読
書
週
間
は
、
終
戦
間

も
な
い
１
９
４
７
年
、
ま
だ
戦
火
の
傷
痕
が

残
っ
て
い
る
な
か
で「
読
書
の
力
に
よ
っ
て
、

平
和
な
文
化
国
家
を
作
ろ
う
」
と
い
う
決
意

の
も
と
に
始
ま
り
ま
し
た
。

　　
本
学
で
も
創
大
祭
で
読
書
展
を
企
画
し
た

Ｓ
Ｒ
Ｐ
が
、
創
立
者
が
提
唱
さ
れ
る
活
字
文

化
復
興
を
目
指
す
読
書
運
動
と
し
て
Ｓ
Ｂ
Ｗ

（
S
o
k
a 

B
o
o
k 

W
a
v
e
）
を
運
営

し
て
い
ま
す
。

　
S
B
W
で
は
読
書
し
た
本
の
感
想
文
な
ど

を
提
出
し
、
そ
の
感
想
文
を
大
学
院
生
が

チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。
承
認
が
得
ら
れ
る
と
ポ

イ
ン
ト
が
付
与
さ
れ
、
獲
得
し
た
ポ
イ
ン
ト

数
に
応
じ
て
読
書
カ
ー
ド
が
贈
呈
さ
れ
ま

す
。

　
S
R
P
の
総
括
を
し
て
い
る
経
済
学
部
3

年
の
石
原
勝
利
さ
ん
は
「
S
B
W
に
は
す
で

に
参
加
さ
れ
た
で
し
ょ
う
か
。
参
加

者
か
ら
は
、『
な
か
な
か
感
想
文
が

承
認
さ
れ
な
い
。』『
評
価
の
コ
メ
ン

ト
が
厳
し
い
。』
と
い
っ
た
声
も
う

か
が
え
ま
し
た
が
、『
感
想
文
を
書

く
こ
と
で
、自
分
の
考
え
を
見
つ
め
、

ま
と
め
る
よ
い
訓
練
に
な
っ
た
』
と

い
う
声
も
あ
り
ま
し
た
。
評
価
は
A

か
ら
E
ま
で
あ
り
、
C
以
上
の
評
価

で
ポ
イ
ン
ト
が
付
与
さ
れ
ま
す
。

　
感
想
文
は

200
字
以
上
、

600
字
未
満

で
提
出
し
ま
す
。
書
く
量
は
少
な
い

で
す
が
、
少
な
い
文
章
で
感
想
を
述

べ
な
い
と
い
け
な
い
た
め
、
そ
れ
だ

け
本
の
内
容
を
よ
く
理
解
し
、
何
を

書
く
か
熟
慮
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ

る
の
で
、
い
い
文
章
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

に
な
り
ま
す
。」
と
、
S
B
W
参
加

の
ポ
イ
ン
ト
を
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。

　

創大祭読書展
SRP
　主催

図
書
館
は

皆
さ
ん
の

読
書
を

応
援
し
ま
す
！本の世界

（Soka Reading Project）



　
私
は
2
0
0
7
年
9
月
か
ら
2
0
1
2
年

7
月
ま
で
中
国
・
北
京
に
あ
る
中
国
人
民
大

学
に
留
学
し
た
。
実
の
と
こ
ろ
、
こ
の
間
、

読
書
ら
し
い
読
書
を
し
た
と
い
う
記
憶
は
な

い
の
だ
が
、
本
に
関
す
る
留
学
中
の
私
の
思

い
出
を
少
々
書
か
せ
て
い
た
だ
こ
う
と
思
う
。

　
ま
ず
、
本
と
い
っ
て
思
い
出
す
の
は
、
毎

週
末
に
大
学
構
内
の
一
角
で
開
か
れ
る
青
空

古
本
？
市
場
で
あ
る
。
こ
の
市
場
は
土
曜
日

の
早
朝
か
ら
複
数
の
業
者
が
車
い
っ
ぱ
い
に

本
を
詰
め
こ
ん
で
き
て
学
生
に
格
安
で
本
を

販
売
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
扱
わ
れ
る

本
の
種
類
は
、
T
O
E
F
L
な
ど
の
英
語
試

験
の
教
材
、
大
学
で
用
い
る
よ
う
な
テ
キ
ス

ト
や
辞
典
か
ら
、
最
新
の
文
芸
書
、
難
解
な

学
術
書
ま
で
多
岐
に
及
ん
で
い
る
。
購
入
す

る
際
に
は
店
主
に
値
段
を
聞
い
て
、
値
段
交

渉
を
す
る
。
私
に
と
っ
て
、
こ
の
古
本
？
市

場
は
密
か
な
楽
し
み
で
、
中
国
語
の
練
習
も

兼
ね
て
よ
く
通
っ
た
。
こ
こ
で
購
入
し
た
本

で
、
現
在
で
も
研
究
の
際
に
お
世
話
に
な
っ

て
い
る
辞
典
な
ど
も
あ
る
。

　
さ
て
、先
に
こ
の
市
場
の
こ
と
を
「
古
本
？
」

と
い
う
表
記
に
し
た
の
は
訳
が
あ
る
。
前
述

の
と
お
り
、
こ
こ
の
本
は
一
般
的
な
定
価
よ

り
か
な
り
安
い
。
物
に
よ
っ
て
は
二
、三
割
の

価
格
で
購
入
で
き
る
も
の
も
あ
る
。
そ
の
理

由
は
、
こ
れ
ら
の
本
の
大
半
が
古
本
で
あ
る

か
ら
で
あ
る
が
、
な
か
に
は
発
売
し
た
ば
か

り
新
刊
本
も
割
引
価
格
で
売
っ
て
い
る
こ
と

も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
私
の
留
学
期
間
中
に

ア
メ
リ
カ
大
統
領
に
就
任
し
た
オ
バ
マ
大
統

領
の
就
任
演
説
の
中
国
語
訳
な
ど
も
、
発
売

当
初
か
ら
大
量
に
売
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら

格
安
の
新
刊
本
は
、
中
国
語
で
「
盗
版
」
と

い
わ
れ
る
、
い
わ
ゆ
る
ニ
セ
モ
ノ
で
あ
る
。

し
か
し
、
ニ
セ
モ
ノ
と
い
っ
て
も
本
の
内
容

は
、
本
物
と
ま
っ
た
く
変
わ
ら
な
い
。
た
だ

単
に
印
刷
と
紙
の
質
が
悪
い
だ
け
な
の
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
を
知
っ
た
時
は
、さ
す
が
中
国
、

な
ん
で
も
あ
り
だ
な
ぁ
と
思
っ
た
。
た
だ
し
、

最
近
は
中
国
で
も
著
作
権
意
識
が
高
ま
っ
て

き
て
、
政
府
が
強
く
規
制
を
始
め
た
た
め
、

こ
う
し
た
「
盗
版
」
は
か
な
り
減
っ
て
き
て

い
る
ら
し
い
。

　
ま
た
、
私
が
滞
在
し
て
い
た
当
時
か
ら
、

中
国
で
も
ネ
ッ
ト
通
販
が
発
展
し
、
多
く
の

人
は
必
要
な
本
を
ネ
ッ
ト
で
購
入
す
る
よ
う

に
な
っ
て
い
た
。
北
京
な
ど
の
大
都
市
で
あ

れ
ば
注
文
し
て
翌
日
に
は
自
宅
に
本
が
届
く
。

私
が
大
学
院
を
卒
業
す
る
こ
ろ
に
は
、
私
の

同
級
生
の
ほ
と
ん
ど
は
、
必
要
な
本
を
ネ
ッ

ト
で
購
入
し
て
い
た
。
中
国
で
は
、
こ
の
よ

う
な
ネ
ッ
ト
型
の
書
店
の
台
頭
に
よ
っ
て
、

数
年
前
か
ら
、
巨
大
な
ビ
ル
の
４
フ
ロ
ア
を

占
有
し
て
い
た
大
型
書
店
や
、
北
京
中
に
展

開
し
て
い
た
大
型
チ
ェ
ー
ン
の
書
店
、
老
舗

の
専
門
書
店
な
ど
の
店
舗
型
の
書
店
の
閉
店

が
相
次
い
で
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
は
、
日

本
で
も
だ
い
た
い
同
じ
で
あ
ろ
う
が
、
私
の

印
象
で
は
、
中
国
の
方
が
店
舗
型
書
店
へ
の

ダ
メ
ー
ジ
が
大
き
い
よ
う
に
感
じ
る
。
し
か

し
、
こ
う
し
た
状
況
に
か
か
わ
ら
ず
、
大
学

の
早
朝
古
本
？
市
場
は
、
い
ま
だ
変
わ
ら
ぬ

賑
わ
い
を
見
せ
て
い
る
。
も
し
か
す
る
と
、

こ
う
し
た
姿
も
そ
の
う
ち
時
代
の
流
れ
の
な

か
に
消
え
さ
っ
て
し
ま
う
の
か
も
し
れ
な
い

が
、
読
者
の
皆
さ
ん
に
は
一
度
は
ぜ
ひ
こ
の

中
国
的
な
青
空
市
場
を
経
験
し
て
ほ
し
い
も

の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
こ
の
青
空
古
本
？
市
場
で
出
会
っ
た

本
の
な
か
に
印
象
深
い
一
冊
が
あ
る
。
そ
れ

は
季
羡
林
先
生
に
関
す
る
本
で
あ
る
。
季
羡

林
先
生
は
、
北
京
大
学
の
副
学
長
も
務
め
た

大
変
著
名
な
学
者
で
、
中
国
を
代
表
す
る
学

者
に
送
ら
れ
る
国
学
大
師
の
一
人
で
あ
っ
た
。

本
学
創
立
者
と
も
て
い
談
集
『
東
洋
の
智
慧

を
語
る
』（
東
洋
哲
学
研
究
所
、
2
0
0
2
）

を
出
版
さ
れ
て
い
る
。
季
先
生
は
2
0
0
9

年
7
月
に
惜
し
く
も
逝
去
な
さ
れ
た
が
、
先

生
が
亡
く
な
ら
れ
る
と
、
相
次
い
で
先
生
の

語
録
や
伝
記
い
っ
た
季
羡
林
先
生
に
関
連
す

る
書
籍
が
出
版
さ
れ
た
。
当
時
、
中
国
に
お

け
る
季
先
生
の
存
在
の
大
き
さ
を
改
め
て
実

感
し
た
も
の
で
あ
る
。
私
が
購
入
し
た
本
も

そ
う
し
た
先
生
の
伝
記
に
関
す
る
本
で
あ
っ

た
。
創
立
者
と
の
語
ら
い
の
な
か
で
も
、
季

先
生
の
半
生
は
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

る
。
私
は
て
い
談
集
が
出
版
さ
れ
た
当
時
、

創
価
大
学
の
大
学
院
修
士
課
程
に
進
学
し
た

ば
か
り
で
あ
っ
た
。
こ
の
て
い
談
集
は
内
容

が
私
の
専
門
に
近
い
分
野
で
あ
る
た
め
、
私

に
と
っ
て
大
変
深
い
印
象
が
あ
る
て
い
談
集

で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
古
本
？
市
場
で
季
先

生
に
つ
い
て
の
本
を
見
か
け
た
と
き
、
す
ぐ

に
そ
れ
に
飛
び
つ
い
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。

季
先
生
は
、
イ
ン
ド
の
古
代
言
語
研
究
を
は

じ
め
、
仏
教
学
、
イ
ン
ド
学
な
ど
幅
広
い
分

野
で
ご
活
躍
さ
れ
た
が
、
残
念
な
が
ら
私
は

生
前
に
先
生
に
お
会
い
す
る
機
会
に
は
恵
ま

れ
な
か
っ
た
。

　
最
後
に
、
著
名
な
先
生
と
の
出
会
い
と
い

う
こ
と
で
い
え
ば
、『
唐
五
代
禅
宗
史
』（
中

国
社
会
科
学
出
版
社
、
1
9
9
5
）
の
著
者

で
あ
る
楊
曾
文
先
生
と
の
出
会
い
は
忘
れ
ら

れ
な
い
。
思
え
ば
、
留
学
中
に
最
も
よ
く
読

ん
だ
本
は
、
こ
の
『
唐
五
代
禅
宗
史
』
で
あ
っ

た
か
も
し
れ
な
い
。
私
の
専
門
で
あ
る
中
国

仏
教
の
研
究
分
野
で
は
、
三
人
の
学
界
を
代

表
す
る
研
究
者
が
い
る
。
北
京
大
学
の
楼
宇

烈
先
生
、
中
国
人
民
大
学
の
方
立
天
先
生
、
中

国
社
会
科
学
院
の
楊
曾
文
先
生
で
あ
る
。
残

念
な
こ
と
に
方
先
生
は
本
年
７
月
に
逝
去
な

さ
れ
た
が
、
私
は
留
学
中
に
こ
の
三
人
の
先

生
方
に
直
接
お
会
い
す
る
機
会
を
得
、
な
か

で
も
楊
曾
文
先
生
に
は
特
に
目
を
か
け
て
い

た
だ
い
た
。
楊
先
生
は
二
週
間
に
一
度
、
北

京
の
若
手
僧
侶
を
対
象
に
自
宅
で
勉
強
会
を

開
か
れ
て
お
り
、
こ
の
勉
強
会
に
特
別
に
私

も
参
加
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
こ
の
勉
強
会
は
、

5
名
か
ら
8
名
の
少
人
数
で
行
わ
れ
、
楊
先

生
の
『
唐
五
代
禅
宗
史
』
を
基
本
テ
キ
ス
ト

に
、
代
表
的
な
禅
宗
文
献
を
講
読
す
る
と
い

う
も
の
で
あ
っ
た
。『
唐
五
代
禅
宗
史
』
と
い

う
表
題
か
ら
、
こ
の
本
は
唐
代
以
降
の
禅
宗

の
歴
史
を
講
じ
た
も
の
の
よ
う
に
み
え
る
が
、

実
際
に
は
初
期
中
国
仏
教
の
禅
定
か
ら
中
国

禅
宗
史
全
般
を
扱
う
内
容
で
あ
る
。
山
東
な

ま
り
の
熱
の
こ
も
っ
た
語
り
口
の
楊
先
生
の

講
義
は
、
学
術
的
に
大
変
厳
格
な
も
の
で
あ
っ

た
が
、
時
折
見
せ
る
先
生
の
微
笑
み
か
ら
は

後
輩
を
育
成
し
よ
う
と
い
う
先
生
の
や
さ
し

さ
が
に
じ
み
出
て
い
た
。
ま
た
、
講
義
に
お

い
て
楊
先
生
は
、
し
ば
し
ば
日
本
人
の
学
者

と
の
交
流
の
思
い
出
を
語
ら
れ
て
い
た
。
楊

先
生
が
た
だ
の
留
学
生
に
す
ぎ
な
い
私
を
講

義
に
招
い
て
く
だ
さ
っ
た
の
は
、
今
後
の
日

中
の
間
に
学
術
交
流
に
貢
献
す
る
よ
う
努
力

し
ろ
と
の
激
励
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。
こ

う
し
て
楊
先
生
の
講
義
を
思
い
起
こ
し
て
み

て
、
改
め
て
日
中
の
間
の
学
術
交
流
に
尽
力

し
て
い
こ
う
と
の
思
い
を
強
く
し
た
。

「 中国での生活と
　　本についての思い出」

文学部　人間学科　助教　松森秀幸

～読書週間によせて～
Special Column
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中央図書館にいってみよう！
１階の奥には、語学学習に便利な語学学習のエリアがあります。
語学学習コーナーには TOIEC や TOEFL をはじめ、英検、ドイ
ツ語やフランス語などの各国語の参考書や問題集が取り揃えて
あります。
Readers コーナーには、多読での英語習得に適した Graded 
Readers( 英語学習者用段階別読み物 ) があります。英語初級者
や英語が苦手な方でも、自身の英語力に合わせたレベルの本を
選んで読み進めていくことができます。
Paperback コーナーには、洋書のペーパーバックがあります。英
語が堪能な方。英語力に自身のある方は挑戦してみては如何で
しょうか。英語が母国語の方にも楽しんでいただけると思います。

１階語学学習エリア

1 階語学学習エリアの雑誌架のコーナーには、語学学習用
の雑誌が並んでいます。英語だけではなく、ドイツ語やフラ
ンス語の語学雑誌も取り揃えてあり、貸出もできます。
４階には DVD 視聴コーナーがあります。ここで１階カウン
ター前にある DVD をご覧いただけます。人気の海外ドラマ
や洋画が数多くあるので楽しみながらリスニングの練習がで
きます。また２～５人で一緒にご覧になりたい方のための
グループ視聴コーナーもあります。どちらも席に限りがあり
ますが、満席の場合にはポータブル DVD プレーヤー（1 ～
2 人用）の貸し出しをしています。DVD の視聴をされたい
方は１階の書庫利用カウンターにて視聴の手続きを行なっ
てください。ヘッドホンのみの貸出もしています。

語学を勉強したいな～と思ったら

４階 DVD 視聴コーナー

中央教育等 2 階の SPACe でも語学関連の教材を読むことはできますが、貸出はできま
せん。SPACe で気に入った本があったら、中央図書館で探してみてください。

SPACe の WLC Self-Access Center では Chit Chat Club や Global Village、English 
Forum で留学生たちと交流して実践的な語学の訓練ができます。しかし、「 いきなり
Chit Chat Club などに行くのは自信がない ･･･。」 という方は、中央図書館で DVD を英
語で見たり、英会話の教材を利用してみては如何でしょう？中央図書館で勉強して語学
に自信を付けて、SPACe にデビューしてみましょう！

SPACe と中央図書館を、上手に活用しよう！
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語学雑誌架

Readers

Paperback語学学習コーナー

グループ視聴コーナー

DVD 視聴コーナー（個人用）



〒 192-8577　東京都八王子市丹木町 1-236

Tel : 042-691-3191　Fax : 042-691-9308

http://lib.soka.ac.jp -8-

図書館
書

簡

中学生職場体験

長期貸出期間

　中央図書館に、中学生の生徒さんが職場体験に来られました。甲ノ原中学校より三名の生徒さ
んが 9 月 9 日（火）から 11 日（木）まで、石川中学校より六名の生徒さんが 9 月 17 日（水）
から 19 日（金）まで、図書館業務の職場体験をしました。
　カウンターで行う図書の貸出返却でなく、返却された図書をきちんと書棚に戻す「 配架」業務や、
図書館に来た図書に透明なカバーをかける「 整理」 業務を実際に体験していただきました。
　慣れない手つきでも、一生懸命カウンター業務を手伝ってくれる姿に、創価大学の学生の皆さ
んが暖かく接して下さりました。　後日、職場体験をされた中学生の生徒さんから図書館に丁寧
なお礼状が届き、「 実際に働いてみると業務の多さにびっくりしました」「 本に興味を持った、色ん
な人が書いた本を読みたくなった」 などの感想を頂きました。職場体験を通して有意義な時間を
過ごして頂けたようです。皆さんのご理解とご協力、誠にありがとうございました。

　中央図書館 1 階閲覧室で、月曜・
水曜 ・ 金曜の 16：30 から 18：30
まで SPACe 所属の大学院生の TA
が、学習相談とレファレンスを行っ
ています。

「 ど ん な 科 目 を 履 修 す れ ば い い
か？」「 課題で出される論文の資料
はどうやって集めたらよいか？」 な
どなど、悩んでいる方の強い味方と
なります。
　学習相談窓口で手厚いサポート
を受けて、大学生活をより実りの多
いものにしていきましょう。

学
習
相
談
窓
口

図書館
書

簡
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　冬季の長期休業による長期貸出期
間が始まります。

長期貸出開始日：12 月 8 日（月）
一斉返却日：1 月 14 日（水）
※ 2 週間貸出者、4 週間貸出者同
時に開始

　この機会に気になっていた本や専
攻分野の図書を借りて、年末年始
は読書や学習にいそしんでみてはい
かがでしょうか。


